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産
学
連
携
で
膜
工
学
の
先

端
研
究
な
ど
を
推
進
し
て
い

る
神
戸
大
学
先
端
膜
工
学
研

究
推
進
機
構
は
さ
き
ご
ろ
、

膜
工
学
春
季
講
演
会
・
膜
工

学
サ
ロ
ン
を
同
大
学
内
で
開

催
し
た
。
産
官
学
に
よ
る
３

題
の
講
演
、
水
処
理
な
ど
11

グ
ル
ー
プ
で
討
論
す
る
サ
ロ

ン
に
加
え
、
４
年
ぶ
り
と
な

る
学
生
ポ
ス
タ
ー
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。

　

講
演
会
で
は
、
オ
ル
ガ
ノ

が
「
水
処
理
膜
向
け
薬
品
と

排
水
濃
縮
シ
ス
テ
ム
の
事
例

紹
介
」
と
題
し
、
ス
ラ
イ
ム

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
剤
な
ど
Ｒ
Ｏ

（
逆
浸
透
）
膜
の
水
処
理
薬

品
と
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
、

フ
ァ
ウ
リ
ン
グ
管
理
を
兼
ね

備
え
た
薬
注
最
適
化
シ
ス
テ

ム
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
Ｒ
Ｏ
膜
の
１
次
側

と
２
次
側
の
浸
透
膜
差
を
最

小
限
に
と
ど
め
な
が
ら
運
転

す
る
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｏ
法
を
用
い

て
、
排
水
中
の
硫
酸
ア
ン
モ

ニ
ウ
ム
を
濃
縮
す
る
実
証
実

験
を
実
施
。
目
標
濃
度
の
25

ｗ
ｔ
％
と
約
２
カ
月
の
安
定

運
転
を
達
成
し
、
薬
品
費
が

生
物
処
理
に
比
べ
て
約
５
分

の
１
に
削
減
で
き
る
と
ま
と

め
た
。

　

環
境
省
の
講
演
「
水
環
境

行
政
の
動
向
と
課
題
」で
は
、

人
の
健
康
保
護
で
55
項
目

（
公
共
用
水
域
27
項
目
・
地

下
水
28
項
目
）、
生
活
環
境

保
全
で
13
項
目
（
公
共
用
水

域
の
み
で
水
生
生
物
保
全
３

項
目
を
含
む
）
設
定
し
て
い

る
水
質
環
境
基
準
や
、
気
候

変
動
に
対
応
し
た
閉
鎖
性
海

域
の
汚
濁
負
荷
量
削
減
の
取

り
組
み
を
説
明
。
当
面
の
主

要
課
題
と
し
て
、
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
汚
染
や
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
対
策
な
ど
を
挙
げ

た
。

　

サ
ロ
ン
で
は
、「
膜
フ
ァ

ウ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
考
え
る

～
Ｍ
Ｆ
膜
編
」「
高
透
水
性
・

高
濁
度
対
応
膜
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
開
発
と
応
用
」
な
ど
を

テ
ー
マ
に
、
話
題
提

供
や
意
見
交
換
。
ポ

ス
タ
ー
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
水
処

理
膜
研
究
部
門
で

は
、「
高
分
子
の
親

疎
水
性
が
膜
透
過
に

与
え
る
影
響
の
評

価
」
と
し
て
、
正
浸

透
膜
法
の
駆
動
溶
液

が
膜
内
で
の
逆
拡
散

流
束
に
及
ぼ
す
影
響

な
ど
が
披
露
さ
れ

た
。

３題の講演などが行われた講演会

オルガノが薬注システム紹介
神戸大先端膜
工学研究機構 春季講演会・サロン開く

２０２３年（令和５年）４月２７日（木曜日）


